
topicstopics
・・開庁時開庁時間間を変更しますを変更します

・・〔財政特集〕南丹市の〔財政特集〕南丹市のおさいおさいふふ事情 vol.4事情 vol.4

・・令和６年度南丹市令和６年度南丹市スポーツ・文化スポーツ・文化賞賞表彰式表彰式

表紙：玉岩地蔵尊（日吉町）表紙：玉岩地蔵尊（日吉町）
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開庁時間 をを変更しますします

▶開庁時間
9：00～16：309：00～16：30
※10月から電話の受付も開庁時間に合わせます

▶対象施設
市役所本庁・各支所市役所本庁・各支所

（美山町の振興会行政窓口を含む）（美山町の振興会行政窓口を含む）
※市民課窓口延長日（第２・第４水曜日：本庁のみ）
　は変更ありません（19時まで）
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2025年
６月 試行
10月 本格実施 開庁時間 をを変更しますします

　開庁時間を短縮することで、開庁時間前後の準備、政策立案や創造性
のある仕事に取り組むための時間を確保し、住民満足度の高いサービス
の提供に努めていきます。

　窓口交付の半額で取得可能となった住民票などのコンビニ交付サービ
スや市役所本庁に設置の証明書自動交付機（マルチコピー機）の利用、オ
ンライン申請、書かない窓口などの普及により力を入れ、対面手続き必
須のサービスとの分化を進め、窓口全体の待ち時間を削減します。

目 的

来庁しなくても利用可能なサービス

職員の業務改革

対面の手続きによらないサービスの普及促進

【手続き】
・�各種証明書（住民票や税証明書など）
の交付申請
・イベントや講座の申込や予約　など

【取得できる証明書】
・住民票の写し
・印鑑登録証明書

【利用時間】
6：30 ～ 23：00
※年末年始、メンテナンス日は除く

【必要なもの】
・マイナンバーカード
※利用者証明用電子証明書が搭載され
たもの（4桁の暗証番号が必要）

・手数料（1通 150円）

電子申請（LINE） コンビニ交付

▲使い方（動画） ▲南丹市役所
　公式LINE

　もっと便利に手続きができるよう、サー
ビスの強化を進めていきます。

問い合わせ先　情報課　TEL（0771）68-0066
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Vol.4

財政特集

南
丹
市
の
　
　
　
　
事
情

お
さ
い
ふ

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
の
こ
と
、
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う

　
今
回
は
、
ど
う
し
て
借
金
を
す
る
の

か
、
南
丹
市
の
借
金
が
ど
の
く
ら
い

あ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
も
大
丈
夫
な
の

か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の「
ギ
モ
ン
」に

お
答
え
し
ま
す
。

市
債
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

公
共
施
設
を
建
設
・
改
修
す
る
た
め
に
、

国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た

お
金
の
こ
と
を「
市
債
」と
い
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
、
家
や
車
な
ど
金
額
の

大
き
な
も
の
を
買
う
と
き
に
は
ロ
ー
ン

（
借
金
）を
組
む
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
南
丹
市
で
も
、
学
校
や
道
路
な

ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
長
期
間
利
用

す
る
大
き
な
施
設
を
建
て
た
り
修
理
し

た
り
す
る
と
き
に
は
、
市
債
の
発
行
を

し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
市
債
を発行
す
る
の
？

公
共
施
設
は
み
ん
な
が
長
く
使
う
も
の

な
の
で
、
み
ん
な
に
公
平
に
負
担
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
建
て
る
た

め
に
は
、
多
額
の
お
金
が
必
要
で
す
。

も
し
も
借
金
を
し
な
い
で
、
そ
の
年
度

の
税
金
だ
け
で
公
共
施
設
を
建
て
る
と
、

そ
の
年
度
に
か
か
る
お
金
は
と
て
も
大

き
く
な
り
、
ほ
か
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

予
算
が
回
ら
な
く
な
る
な
ど
の
影
響
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
金
が
足
り
な
い
か
ら
と
い
う
理
由

だ
け
で
借
り
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

公
共
施
設
は
み
ん
な
が
長
く
使
う
も
の

な
の
で
、
将
来
住
む
人
や
次
の
世
代
の

人
に
も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
市
債
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
主
な
も
の
と
し
て
、

「
建
設
地
方
債
」と「
赤
字
地
方

債
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
地
方
債
は
、
道
路
や
公

園
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

利
用
す
る
施
設
を
整
備
す
る
た

め
に
発
行
す
る
地
方
債
の
こ
と

で
す
。
施
設
の
種
類
に
よ
っ
て

発
行
で
き
る
地
方
債
が
異
な
る

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
字
地
方
債
と
は
、
建
設
地

方
債
以
外
の
通
常
の
収
支
の

不
足
を
補
う
た
め
に
特
例
的
に

発
行
で
き
る
地
方
債
の
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
、
国
が
配
る
地
方
交
付
税

の
原
資
が
足
り
な
い
た
め
、
不

足
分
の
一
部
を
自
治
体
が
借
り

入
れ
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
の
返
済

額
は
、
国
か
ら
地
方
交
付
税
で

全
額
補
て
ん
さ
れ
、
自
治
体
の

財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
な
い
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
ま

す
。 市

債
に
は

種
類
が
あ
り
ま
す

▲園部中学校

▲市道野条諸畑線

事業を行った年度の
市民のみが負担

事業を行った年　 ５年後　　　10年後  …

▼

建設費

建設費建設費 建設費

事業を行った年　 ５年後　　　10年後  …

世代間の公平な負担
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南
丹
市
の
借
金
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？

　
令
和
５
年
度
末
の
市
債
残
高（
普
通
会

計
決
算
額
）は
約
２
０
７
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
制
施
行
の
平
成
17
年
度
に
は
約

３
５
２
億
円
あ
っ
た
市
債
残
高
は
、
市

債
の
発
行
を
抑
制
し
た
り
、
償
還
を
早

め
た
り
し
て
、
18
年
間
で
約
１
４
５
億

円
削
減
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
性
を

判
断
す
る
た
め
の
指
標（
健
全
化
判
断
比

率
）で
は
、
南
丹
市
の
実
質
公
債
費
比
率

は
12
・
７
％
、
将
来
負
担
比
率
は
54
・

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
下
の
表
の

と
お
り
、
類
似
団
体（
南
丹
市
と
人
口
な

ど
が
よ
く
似
た
市
町
村
）と
比
較
す
る
と

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
借
金
の
残
高
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
１
年
間
の
収
入
に
対
し
て

借
金
の
返
済
額
が
多
く
、
負
担
が
大
き

い
こ
と
か
ら
各
指
標
は
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
施
設
な
ど
を
整
備

す
る
と
き
に
は
、
国
か
ら
地
方
交
付
税

で
補
て
ん
さ
れ
る
率
の
高
い
、
南
丹
市

に
と
っ
て
有
利
な
市
債
発
行
を
基
本
と

し
、
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

市民一人あたりの
借金はいくら？

　市民一人あたりに換算すると、市債
残高は一人あたり約77万円となりま
す。これは類似団体平均と比較すると
10万円多く、まだまだ南丹市の市債残
高は高い水準にあるといえます。

　毎年の借金の返済額は概ね30億円程度となっており、年々減
少していく傾向にはありますが、令和７年度では大型事業の実
施に市債を発行していく予定で、市債の発行額が償還額を上回
る見込みです。
　このことにより将来世代の負担が増えないよう、償還期間を
長くするなど、借入と返済のバランスを考慮して市債管理に努
めていきます。

※1　１年間の借金返済額が１年間の標準的な収入に対してどのくらいあるか示したもの。
※2　借金返済額の総額が１年間の標準的な収入に対してどのくらいあるか示したもの。　

す
。

　

し
か
し
、
令
和
７
年
度
に
は
合
併
特

例
債
な
ど
発
行
期
限
を
迎
え
る
も
の
が

あ
る
た
め
、
今
後
の
市
債
発
行
は
、
よ

り
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Q

（単位：億円）

実質公債費
比率 ※1

将来負担
比率 ※2

南丹市 12.7％ 54.7％

類似団体
平均 9.0％ 10.2％

健全化判断比率の状況

今後の見通しについて
（単位：億円）

（決算額）　　　（決算見込額）　　（当初予算額）

（令和４年度決算）
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令和６年度南丹市表彰式(スポーツ・文化賞)

賞 受賞者数
優秀スポーツ賞 団体：2

個人：33
スポーツ賞 団体：3

個人：7
優秀文化賞 団体：1

個人：14
文化賞 団体：3

個人：7
翔け賞 団体：2

個人：43
功労賞 団体：0

個人：1
「きらり・本のことば」
おすすめ本コンクール

市　長　賞：２
教育長賞：２

　
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》

【
一
般
の
部
】

 

柔
道 

・
明
治
国
際
医
療
大
学

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
京
都
府
立
淇
陽
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部

《　
個
人　
》	

	

【
一
般
の
部
】	

	
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
河
内　
崇
郁	

（
京
都
教
員
ク
ラ
ブ
）

・
中
川　
勝
太	

（
京
都
教
員
ク
ラ
ブ
）

　

２
月
15
日
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
賞
表

彰
式
お
よ
び「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

お
す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
園

部
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
６
年
中
に
優
れ
た
成

績
を
収
め
た
団
体
・
個
人
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
賞
の
対
象
■

◇
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
を

表
彰

◇
優
秀
文
化
賞
・
文
化
賞

　

文
化
・
芸
術
の
分
野
で
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
翔
け
賞

　

小
学
生
以
下
の
者
で
、
特
に
優
秀
な

成
績
を
収
め
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰

◇
功
労
賞

　

優
秀
な
選
手
な
ど
の
育
成
、
指
導
に

お
い
て
、
特
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
表
彰
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柔
道 

・
井
上　
果
音	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
河
口　
璃
香	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
佐
々
木　
梨
花

	
	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
髙
木　
水
月	
（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
竹
原　
妃
菜	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
畑
山　
凜	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
宮
里　
心
菜	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
山
里　
椿
華	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

・
山
本　
空	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

 

陸
上
競
技 

・
末
吉　
凪	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

 

剣
道 

・
瀬
野　
遥	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】	

	
 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

・
板
垣　
拡
大	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
髙
屋　
葵	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
石
﨑　
葵
衣	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
下
村　
和
希	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
森
島　
佐
和	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
吉
田　
岳	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

 
陸
上
競
技 

・
進　
帆
乃
夏	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・
前
田　
幸
大	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

・
稲
波　
修
太	
（
北
桑
田
高
等
学
校
）

 

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

・
篠
山　
竜
希	
（
農
芸
高
等
学
校
）

・
出
口　
晴
人	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
平
岩　
虹
水	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
藤
本　
悠
世	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
堀
池　
大
和	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
山
下　
賢
太
郎	　
（
農
芸
高
等
学
校
）

・
岸
本　
遼
太
郎	　
（
農
芸
高
等
学
校
）

・
平
岡　
拓
真	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
横
山　
智
揮	

（
農
芸
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】		

 

空
手
道 

・
西
田　
燈
彩	

（
園
部
空
手
道
ク
ラ
ブ
）

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
山
田　
陽
和	

（
園
部
中
学
校
）

　
ス
ポ
ー
ツ
賞

《　
団
体　
》	
	

【
一
般
の
部
】

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
南
丹
市
選
抜
成
年
男
子　

 

剣
道 

・
明
治
国
際
医
療
大
学
剣
道
部

【
中
学
生
の
部
】

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
園
部
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

《　
個
人　
》	

	

【
一
般
の
部
】	

	
 

野
球 

・
杉
本　
琉
成	

（
明
治
国
際
医
療
大
学
）

【
高
校
生
の
部
】		

 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

・
合
田　
詩
音	
（
園
部
高
等
学
校
）

・
宮
本　
都
輝	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
飯
森　
羽
衣
音	

（
園
部
高
等
学
校
）

・
髙
橋　
一
輝	

（
園
部
高
等
学
校
）

 

陸
上
競
技 

・
田
村　
美
桜	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】		

 

卓
球 

・
舩
越　
か
り
ん	

（
園
部
中
学
校
）

　
優
秀
文
化
賞

《　
団
体　
》	

	

【
高
校
生
の
部
】		

 

吹
奏
楽 

・
京
都
府
立
園
部
高
等
学
校
・
附
属
中

学
校
吹
奏
楽
部

《　
個
人　
》	

	
	

【
高
校
生
の
部
】

 

陶
芸 

・
松
岡　
海
里	

（
丹
波
支
援
学
校
）	

 

乳
牛
審
査
競
技 

・
内
田　
望
愛	

（
農
芸
高
等
学
校
）
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農
業
鑑
定
競
技 

・
大
矢　
桃
子	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
今
橋　
祐
樹	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

意
見
発
表 

・
中
井　
蒼
空	

（
農
芸
高
等
学
校
）

・
伴　
藍
花	
（
農
芸
高
等
学
校
）

 

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン 

・
中
村　
仁
美
音	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

プ
レ
ゼ
ン 

・
足
立　
幸
気	

（
丹
波
支
援
学
校
）

 

吹
奏
楽 

・
大
倉　
穂
乃
花

	
	

（
京
都
共
栄
学
園
高
等
学
校
）

・
五
島　
結
衣
子

	
	

（
京
都
共
栄
学
園
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】		

 

作
文 

・
中
村　
美
涼

	
	

（
園
部
高
等
学
校
附
属
中
学
校
）

 

作
文
・
ス
ピ
ー
チ 

・
楓　
る
り	

（
殿
田
中
学
校
）

 

絵
画 

・
早
苗　
春
香	

（
園
部
中
学
校
）

 
将
棋 

・
谷
口　
陽
飛	

（
殿
田
中
学
校
）

　
文
化
賞

《　
団
体　
》	

	

【
高
校
生
の
部
】		

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表 

・
農
芸
高
等
学
校　

園
芸
技
術
科　

草

花
コ
ー
ス	

 

平
板
測
量
競
技 

・
農
芸
高
等
学
校　

環
境
創
造
科　

農

業
土
木
コ
ー
ス　
Ａ
チ
ー
ム

【
中
学
生
の
部
】		

 

吹
奏
楽 

・
八
木
中
学
校
吹
奏
楽
部

	
	

《　
個
人　
》	

	

【
高
校
生
の
部
】		

 

吹
奏
楽 

・
内
藤　
彩
乃	

（
亀
岡
高
等
学
校
）

 

意
見
発
表 

・
黒
澤　
花
歌	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

和
牛
審
査
競
技
会 

・
岡
本　
大
地	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

乳
牛
審
査
競
技
会 

・
坂
本　
慶
榮	

（
農
芸
高
等
学
校
）

 

生
活
体
験
発
表 

・
田
村　
美
桜	

（
北
桑
田
高
等
学
校
）

【
中
学
生
の
部
】		

 

書
道 

・
村
上　
夏
美

	
	

（
園
部
高
等
学
校
附
属
中
学
校
）

 

作
文 

・
船
越　
璃
子	

（
殿
田
中
学
校
）

　
翔
け
賞【
ス
ポ
ー
ツ
の
部
】

《　
団
体　
》

 

サ
ッ
カ
ー 

・
な
ん
た
ん
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

・
園
部
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

《　
個
人　
》	

	
 

空
手
道 

・
中
村　
拳	

（
同
志
館
亀
塾
）

・
松
本　
涼
愛	

（
同
志
館
亀
塾
）

・
中
村　
琉
琥	

（
同
志
館
亀
塾
）

・
小
山　
千
愛
琉	

（
同
志
館
亀
塾
）

・
中
村　
珀
菜	

（
同
志
館
亀
塾
）

・
小
寺　
紬	

（
小
寺
道
場
）

 

テ
ニ
ス 

・
磯
川　
万
智	

（
園
部
小
学
校
）

 

野
球 

・
東　
香
里
奈	

（
園
部
小
学
校
）

・
近
本　
美
乃
梨	

（
園
部
小
学
校
）

・
中
村　
咲
希	

（
園
部
小
学
校
）

 

陸
上
競
技 

・
井
上　
晃
佑	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

〔ミラコン2024〜未来を見通すコンテスト〜プレゼン資料〕
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・
島
崎　
美
結	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
山
田　
陽
太	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
横
畑　
志
歩	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
下
工
垣　
航
太	

（
八
木
西
小
学
校
）

 

レ
ガ
ッ
タ 

・
合
田　
和
奏	
（
八
木
西
小
学
校
）

　
翔
け
賞【
文
化
の
部
】

《　
個
人　
》	

	
 

ス
ピ
ー
チ 

・
利
安　
奏
風	

（
聖
家
族
幼
稚
園
）

 

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル 

・
大
石　
茉
那
歩	

（
園
部
小
学
校
）

・
大
石　
篤
秀	

（
園
部
小
学
校
）

 

版
画 

・
北
井　
時
将	

（
園
部
小
学
校
）

 「
お
話
を
絵
に
す
る
」コ
ン
ク
ー
ル 

・
中
谷　
美
波	

（
園
部
小
学
校
）

 

詩
・
俳
句 

・
林　
小
晴	

（
園
部
小
学
校
）

・
藤
内　
惺
菜	

（
園
部
小
学
校
）

・
森　
美
以
里	

（
園
部
小
学
校
）

 

絵
画 

・
麻
田　
唯	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
綿
井　
蒼
真	

（
八
木
東
小
学
校
）

・
栃
下　
咲
心	

（
殿
田
小
学
校
）

・
楓　
和
馬	

（
殿
田
小
学
校
）

・
丸
山　
斗
冴	

（
胡
麻
郷
小
学
校
）

 

書
道 

・
片
山　
咲
奈	

（
園
部
小
学
校
）

・
柏
木　
穂
岳	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
内
藤　
結
芽	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
垣
村　
彩
葉	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
柏
木　
小
都
乃	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
吉
田　
伊
織	

（
殿
田
小
学
校
）

・
青
木　
あ
づ
き	

（
殿
田
小
学
校
）

 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル 

・
山
田　
陽
太	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

・
小
山　
千
愛
琉	

（
八
木
西
小
学
校
）

・
大
石　
龍
亮	
（
胡
麻
郷
小
学
校
）

 

作
文 

・
松
本　
結
太	

（
八
木
東
小
学
校
）

 

絵
画
・
書
道 

・
加
藤　
虎
鉄	

（
殿
田
小
学
校
）

・
秀
野　
楓	

（
殿
田
小
学
校
）

 

作
文
・
書
道 

・
久
保
田　
綸	

（
殿
田
小
学
校
）

　
功
労
賞

《　
個
人　
》	
	

・
廣
瀬　
正
義	

（
八
木
町
文
化
協
会
）

　「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

　
お
す
す
め
本
コ
ン
ク
ー
ル

《　
市
長
賞　
》		

【
小
学
生
部
門
】	

・
島
崎　
凜	

（
園
部
第
二
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】	

・
髙
田　
夏
帆	

（
桜
が
丘
中
学
校
）

《　
教
育
長
賞　
》	

	

【
小
学
生
部
門
】	

・
吉
田　
悠
李	

（
殿
田
小
学
校
）

【
中
学
生
部
門
】	

・
中
野　
柚
芭	
（
園
部
中
学
校
）
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● 

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

本
事
業
は
今
年
度
で
5
年
目
を
迎
え

ま
す
。
約
2
千
人
が
参
加
い
た
だ
き
、

２
月
28
日
の『
健
幸
セ
ミ
ナ
ー
×
ポ
イ
ン

ト
交
換
会
』の
成
果
報
告
で
は
、
南
丹
市

で
本
事
業
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る『
健
幸
マ
イ
ス
タ
ー
』代
表

の
中
島
さ
ん
、
小
滝
さ
ん
、
田
中
さ
ん

か
ら
、
日
頃
の
運
動
の
取
り
組
み
を
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
り
組
む

こ
と
で
、
心
身
が
健
や
か
で
い
ら
れ
る

こ
と
、
仲
間
が
増
え
る
取
り
組
み
で
あ

る
こ
と
、
人
生
楽
し
く
～
楽
し
く
♪
無

理
せ
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
一
緒
に
取

り
組
も
う
と
、
参
加
者
に
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

右
の
表
は
開
始
年
度
ご
と
に
参
加
者

の
歩
数
を
月
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
す
。

季
節
に
よ
っ
て
運
動
習
慣
の
取
り
組
み

に
差
が
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
日

常
生
活
で
運
動
量
が
不
足
気
味
の
人
や

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
な
い
人
に
、
運

動
す
る
き
っ
か
け
と
継
続
す
る
環
境
づ

く
り
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
歩
く
こ
と

を
習
慣
化
し
て「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
し
、

健
幸
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
新
規
募
集
を
開

始
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ハ
ガ
キ
を
投

函
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
運
動
習
慣
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
新
規
申
込
ハ
ガ
キ
は
５
月
上
旬
に
全

戸
配
布
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

＃コースを決めて×自分のペースで
＃一人で歩く×みんなで歩く
＃なんたん健幸ポイント事業×八木町日置地区集落支援事業

ウォーキングの効果▶▶▶脳：多くの酸素が脳にいきわたり脳細胞が活性化。認知症や
老化を予防。　血液：善玉コレステロールが増え、動脈硬化や心臓病を予防。　心肺：
血液循環がよくなり全身の機能が向上。　足腰：筋力向上はもちろん骨にも刺激が伝わ
り骨粗しょう症予防。（推奨歩数は65歳未満は８,000歩　65歳以上は7,000歩）

Let's  Walking♪
この春、まちを歩こう！

詳しくはコチラ
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ドクターズコラム
vol.5

　
きむら診療所

木村　茂 先生

●科学的な知見により、受動喫煙は日本人の死亡
原因である肺がん、虚血性心疾患、脳卒中、乳児
突然死症候群の発症の要因に深くかかわっていま
す。南丹市では、特に肺がんの死亡率が京都府の
平均に比べて高い傾向にあります。条例には、市
と市民のみなさんと、事業者のみなさんの役割を
明記しています。
ご理解ご協力をお願いします。

Q　公園や通学路では、子どものいない時間は喫煙
してもよい？

A　望まない受動喫煙が誰にも影響を与えないよ
う、公共の場所での喫煙はご遠慮ください。

Q　加熱式たばこも規制の対象になる？
A　健康増進法の内容を勘案し、規制の対象として

います。

『健幸なまちづくりのための受動喫煙防止条例』が制定されました

▲森のくらしフェスタ受動喫煙啓発コーナー

オールなんたんで、受動喫煙を防ぎ、だれもが安心して暮らせる
健幸なまちづくりを実現していきます。

～吸う人、吸わない人の権利を尊重し、マナーから『ルール』へと取り組みましょう～

Q  ＆  A

今年度もイベ
ント・啓発に

取り組みます

　
「
商
品
券
と
っ
た
ど
ー
」昨
年
度
の
健

幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
は
、
４
５
０
０
円

分
の
商
品
券
を
頂
き
ま
し
た
。
私
の
周

り
に
も
参
加
し
て
い
る
方
が
多
く
、
活

動
量
計
を
見
つ
け
て
は
歩
数
の
確
認
な

ど
を
し
て
話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
毎

日
歩
く
こ
と
で
見
慣
れ
た
景
色
の
四
季

の
移
り
変
わ
り
を
見
て
心
が
癒
さ
れ
ま

す
。
南
丹
市
で
は
す
で
に
登
録
者
数
は

２
０
０
０
人
を
超
え
、
元
気
に
な
っ
た

人
が
増
え
、
年
間
の
医
療
・
介
護
費
の

支
出
が
抑
制
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
「
人
の
老
化
は
足
腰
か
ら
」と
言
わ

れ
、
足
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
高
齢

に
な
っ
て
も
歩
き
続
け
ら
れ
生
活
習
慣

病
も
改
善
し
ま
す
。
南
丹
市
で
は
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
私
は
こ
れ
に
ス
ロ
ー
ス
ク
ワ
ッ
ト

も
取
入
れ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
発
さ
れ
た
東
大
名
誉
教
授
の
石
井
直

方
先
生
は
こ
れ
で
二
度
の
が
ん
か
ら
生

還
さ
れ
ま
し
た
。
人
の
筋
肉
は
持
久
力

を
維
持
す
る
遅
筋
と
瞬
発
力
を
発
揮
す

る
速
筋
に
分
け
ら
れ
、
遅
筋
は
歩
行
な

ど
の
有
酸
素
運
動
で
、
速
筋
は
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
ス

ロ
ー
ス
ク
ワ
ッ
ト
は
最
大
筋
力
の
約

30
％
の
力
だ
け
で
速
筋
が
鍛
え
ら
れ
る

高
齢
者
に
も
安
全
な
運
動
で
、
週
２
～

３
回
す
る
こ
と
で
筋
力
の
ア
ッ
プ
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ト
リ
セ
ツ

シ
ョ
ー
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
二
次
元
コ
ー
ド
）。

　
こ
の
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
国
の
補

助
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
や
が
て
終
了

の
時
が
来
ま
す
。
こ
の
み
ん
な
が
健
康

に
な
る
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は
南

丹
市
は
自
前
で
お
金
を
捻
出
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。「
京
都
駅
で
は
外
国
人

が
溢
れ
、
爆
買
い
で
は
な
く
体
験
を
求

め
て
日
本
中
を
旅
し
て
い
ま
す
。
亀
岡

や
美
山
に
来
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
線
で

結
ぶ
こ
と
で
、
市
全
域
で
の
経
済
効
果

に
よ
り
税
収
ア
ッ
プ
し
、
こ
の
事
業
の

財
源
を
確
保
で
き
、
南
丹
市
は
も
っ
と

健
幸
な
人
の
町
に
な
る
！
」と
い
う
春

眠
暁
を
覚
え
ず
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

令和７年４月１日施行

詳しくはコチラ
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　殿田中学校生徒会が、SDGｓの観点から
「自分はもういらないけど、まだ使える」モ
ノを集め、市内の乳幼児や小学生にリユー
スする活動を実施し、集めたおもちゃや文
具などを２月28日に教育委員会へ届けてい
ただきました。
　チラシの各戸配布や防災無線での呼びか
けにより、多くの住民の方からの協力があ
り、集まった多くのモノは生徒会が作成し
たメッセージカードと一緒に南丹市社会福
祉協議会や子育て支援団体などに配布し、
必要な方の元へお届けします。

　桂川流域全域にわたって清掃を行う第18
回桂川流域クリーン大作戦が３月２日に日
吉町の前田橋周辺で実施されました。
　地元の川を美しくしようと多くの方が参
加され、川沿いの美化活動を行いました。
遠くから見るときれいな川でも、ペットボ
トルやプラスチックなどたくさんのごみが
あり、1時間で約100袋のごみが回収され
ました。

川
を
美
し
く
、
海
を
き
れ
い
に

３
／
２　
第
18
回
桂
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

▲美化活動の様子

　南丹市出身のマンガ家で南丹市
文化観光大使の内藤マーシーさん
が原作を手がけるTVアニメ「甘神
さんちの縁結び」と南丹市のタイ
アップ企画の一つで、園部町内の
カフェや書店など６カ所のポイン
トを巡るスタンプラリーが３月１日
から３月30日まで行われました。
　スタンプ台紙は園部駅西口の園
部文化観光協会で配布され、スタ
ンプを全て集めると、オリジナル
カードがプレゼントされました。
初日はオープン前からファンの列
が出来る人気ぶり。期間中、京阪
神をはじめ市内外から394人が訪
れました。町内の各ポイントには
目印のキャラクターパネルが設置
され、訪れたファンは一緒に写真
を撮るなど、のどかな園部の街並
みを楽しみながら、思い思いに巡
りました。

『
甘
神
さ
ん
ち
の
縁
結
び
』
南
丹
市
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

３
／
１
～
３
／
30　
「
甘
神
さ
ん
ち
の
縁
結
び
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▲スタンプラリーを楽しむファン

▲集めたモノを届ける生徒会メンバー
２
／
28　
令
和
６
年
度
殿
田
中
学
校
生
徒
会
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

リ
ユ
ー
ス
で
学
校・行
政・地
域
が
繋
が
る
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▲受賞報告する野中団長

　消防団員の確保について特に力を入
れている消防団として、南丹市消防団
が消防庁長官から消防団等地域活動表
彰を受賞しました。
　全国的に団員確保が難しくなってい
る現状の中で、市消防団では、明治国
際医療大学の学生にも消防団への入団
の呼びかけを実施し、令和７年３月時
点で計65名の学生団員が所属してい
ます。学生団員は、訓練や広報活動を
実施するなど、団員とともに市の防災
活動に貢献いただいています。

消
防
庁
長
官
か
ら
表
彰
を
受
賞

南
丹
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
撮
影

四
ツ
谷
玉
岩
地
蔵
堂
に
残
る
伝
説

３
／
18　
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰

▲あいさつをする寺田会長

　３月21日、南丹市観光協会設立総
会が開かれ、南丹市の旧４町ごとに分
かれていた観光協会が一本化されまし
た。事務所は、JR園部駅西口ビル１
階に置かれます。会長には、八木町観
光協会会長で南丹市商工会会長の寺田
弘和氏が選ばれました。寺田会長は、
「一つの観光協会として、力を合わせ
て頑張っていきたい」と述べました。
　１つになった観光協会により、更な
る南丹市の観光業発展が見込まれま
す。

　南丹市日吉町四ツ谷には、玉岩地蔵
堂があります。
　ここに祭られている玉岩地蔵尊は、
その昔、人魚の肉を食べて不老長寿し
た八百比丘尼が地蔵尊を背負って諸国
行脚の末、この地で重く動かなくなっ
たため安置されたと伝わっています。
　この八百比丘尼をテーマに南丹市の
シティプロモーション映像を作成しま
した。YouTubeの南丹市動画チャン
ネルに掲載しておりますので、ぜひご
覧ください。

▲引き渡し式の様子

　平成28年３月末に大野小学校が閉
校となり、その後、「南丹市大野地域
活性化センター」として多くの住民の
方々に利用いただいていましたが、こ
の４月から新たに株式会社エリアブ
ランド様が指定管理者となり、同施設
は新たに「南丹市美山虹の湖交流セン
ター」として生まれ変わることとなり
ました。３月24日には引き渡し式が
行われ、地域の拠点の更なる発展を祝
いました。
　今後は、キャンプや大野ダムの自然
を生かしたSUP体験など、小学校跡地
活用のモデルケースとして、より住民
から愛される施設となることが期待さ
れます。

小
学
校
跡
地
利
用
の
新
た
な
可
能
性

３
／
24　
南
丹
大
野
虹
の
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
引
き
渡
し
式

南
丹
市
の
観
光
協
会
を
一
本
化

３
／
21　
南
丹
市
観
光
協
会
設
立
総
会

▲シティプロモーション映像撮影の様子
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興
味
が
あ
れ
ば
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ト
名
：

い
い
ね
！
な
ん
た
ん

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

https://good-nantan.online/

　

こ
ん
に
ち
は
。
令
和
５
年
９
月
か
ら

活
動
し
て
い
る
矢
野
で
す
。「
情
報
発
信

力
の
強
化
」を
活
動
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
移
住
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
、
観
光
情
報
な
ど
を
集
約
し
た

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
い
い
ね
！
な
ん
た

ん
」の
運
営
で
す
。
移
住
者
を
含
め
た
関

係
人
口
増
加
を
目
的
に
発
信
し
て
い
ま

す
。
直
近
２
月
の
実
績
は
、
検
索
画
面

に
約
５
万
回
の
表
示
、
２
千
人
以
上
の

訪
問
者
で
し
た
。

　

活
動
の
一
環
と
し
て
、
日
吉
町
佐
々

江
区
の
地
域
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
作
成

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
作
成
目
的
に

「
移
住
促
進
」を
掲
げ
、
市
役
所
や
日
吉

支
所
だ
け
で
な
く
、
東
京
や
京
都
市
に

あ
る
京
都
府
の
移
住
相
談
窓
口
に
も
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

①
変
化
す
る
情
報
は
別
紙
で
挟
み
込

む
形
式
に
す
る
こ
と
で
、
情
報
の
最
新

化
に
対
応
、
②
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を
作
成
す
る

こ
と
で
更
に
踏
み
込
ん
だ
情
報
を
提
供
、

と
い
っ
た
工
夫
を
し
ま
し
た
。
②
の
Ｗ

ｅ
ｂ
版
は「
い
い
ね
！
な
ん
た
ん
」内
で

閲
覧
可
能
で
す
。

　

な
お
、
②
の
w
e
b
版
は
集
落
単
位

で
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、

−38−

問
い
合
わ
せ
先
：
矢
野
隊
員

メ
ー
ル
：yano@good-nantan.online

文
を
短
く
す
る
こ
と
で
、
ハ
サ
ミ
の
法

則
の
中
で
一
番
大
事
で
す
。
一
文
が
長

す
ぎ
る
と
相
手
が
理
解
し
き
れ
ず
、
内

容
が
伝
わ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
練
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
燃
焼
ゴ
ミ

は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
、
収
集
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。」（
文
末
に
言
い
換
え

例
を
載
せ
て
い
ま
す
）

　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」に
は
、
こ
う

言
え
ば
必
ず
理
解
で
き
る
、
と
い
う
決

ま
っ
た
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

に
工
夫
し
て
も
、
相
手
に
伝
わ
ら
な
け

れ
ば
そ
れ
は
本
当
の
意
味
で
の「
や
さ
し

い
日
本
語
」と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

た
と

え
ば
、
中
国
か
ら
来
た
人
に
は
、
ひ
ら

が
な
で
書
く
よ
り
漢
字
で
書
い
た
方
が

伝
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
来
た
人
に
は
、
ロ
ー
マ
字

で
書
い
た
ほ
う
が
伝
わ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
何
が「
や
さ
し
い
」の
か
は
、
相

手
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
相
手
の
こ
と

を
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
試
し
な
が
ら
、

お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
大
事

な
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
と
、
相

手
を
思
い
や
る「
や
さ
し
い
心
」で
す
。

�

　

  （
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第72回――第72回―

　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」に
つ
い
て
２
月

号
で
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は「
や
さ
し

い
日
本
語
」で
話
す
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は「
ハ
サ
ミ
の
法
則
」で
す
。

　
『
は
』
っ
き
り
言
う
、『
さ
』い
ご
ま
で

言
う
、『
み
』じ
か
く
言
う
、
の
最
初
の

文
字
を
と
っ
て
、「
ハ
サ
ミ
」で
す
。

　
「
は
っ
き
り
言
う
」は
、
口
を
ち
ゃ
ん

と
あ
け
て
発
音
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
ゆ
っ
く
り
言
う
」こ
と
と
は
違
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
言
い
す
ぎ
る
と
む
し
ろ
わ
か

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
「
さ
い
ご
ま
で
言
う
」は
、
文
末
ま
で

き
ち
ん
と
話
す
こ
と
で
す
。「
そ
れ
は

ち
ょ
っ
と
…
…
」と
か
、「
そ
れ
、
違
う

か
ら
」の
よ
う
に
、
中
途
半
端
な
話
し
方

は
、
相
手
が
戸
惑
い
ま
す
。

　
「
み
じ
か
く
言
う
」は
、
文
字
通
り
一

ハ
サ
ミ
の
法
則

【
例
】 

燃
や
す
ご
み
は
、
火
曜
日
の
朝
、
ゴ
ミ

を
集
め
る
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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令和７年度国民健康保険税率のお知らせ
　南丹市の国民健康保険税率は、府が示す標準保険料率を参考に算定した結果、令和７年度の保険
税率につきましては、引き上げることとなりました。
　また、地方税法の改正に伴い課税限度額が医療保険分66万円（令和６年度は65万円）、後期高齢者
支援分26万円（令和６年度24万円）に変更になり、５割及び２割軽減の軽減基準額が引き上げ（軽減
適用の拡大）となりました。

国民健康保険税率（令和７年度）について

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分
（40歳~64歳）

①所得割
（世帯の所得に応じて計算）

課税対象所得（＊）の
7.97%

課税対象所得（＊）の
3.00%

課税対象所得（＊）の
2.76%

②均等割
（世帯の被保険者数に応じて計算）

被保険者1人当たり
31,000円

被保険者1人当たり
10,100円

被保険者1人当たり
10,500円

③平等割
（一世帯につきいくらと計算） 23,000円 6,000円 5,800円

上記①②③の合計 世帯の保険税（12ヶ月分）

 （＊）課税対象所得=前年の総所得金額等―基礎控除43万円
なお、以下のとおり、それぞれの区分毎に課税限度額が設けられています。

課税限度額 66万円 26万円 17万円

軽減制度について

①世帯主（擬制世帯主を含む）、世帯内の被保険者及び特定同一世帯所属者（※1）の昨年の1月から12
月までの総所得が下記の基準に該当する場合に保険税の平等割と均等割の軽減が受けられます。

2割軽減 43万円+【（給与所得者等の数-1）×10万円（※2）】+
（56万円×被保険者及び特定同一世帯所属者の数）以下

5割軽減 43万円+【（給与所得者等の数-1）×10万円（※2）】+
（30万5千円×被保険者及び特定同一世帯所属者の数）以下

7割軽減 43万円+【（給与所得者等の数-1）×10万円（※2）】以下

（※1）�特定同一世帯所属者とは、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、継続して同一の世
帯に属する方をいいます。

（※2）世帯内の一定の給与所得者と公的年金所得者の数が2以上の場合のみ適用となります。
（※3）�昭和35年1月1日以前に生まれた方で、年金所得がある場合は、年金所得からさらに15万円引

いた額で軽減の所得判定を行います。

②未就学児に係る均等割に対して一律5割の軽減が受けられます。①の軽減が適用されている場合
は、適用後の均等割から5割の軽減となります。

お問い合わせ:市民課　TEL　0771-68-0011
※各種届出は、各支所でも受付しています。
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お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
の
団
体

登
録
に
つ
い
て

　
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
市
内
で
資
源
ご

み（
古
紙
お
よ
び
古
布
）の
集
団
回

収
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
報

奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
報
奨
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
毎
年
度
、
団
体
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
業
を
実
施
さ
れ
る
団
体
は

令
和
７
年
度
資
源
ご
み
集
団
回
収

事
業
実
施
団
体
登
録
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
・
様
式
な
ど　
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

　
●
提
出
期
限　
５
月
30
日（
金
）ま

で●
提
出
先　
環
境
課
ま
た
は
各
支

所
総
務
課

●
注
意
事
項　
報
奨
金
の
交
付
申

請
書
は
、
団
体
登
録
後
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
５

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

を
実
施
し
ま
す

　
令
和
7
年
4
月
1
日
よ
り
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
と

な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
に

は
、
個
別
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
通
知

を
確
認
の
上
、
医
療
機
関
へ
予
約

し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　
①
年
度
内
に
65
歳
を

迎
え
る
方 

②
年
度
内
に
70
、
75
、

80
、
85
、
90
、
95
、
１
０
０
歳
に

な
る
方（
令
和
7
年
度
か
ら
5
年

間
の
経
過
措
置
）、
お
よ
び
１
０ 

０
歳
以
上
の
方（
令
和
7
年
度
に

限
る
） 

③
60
歳
～
64
歳
で
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

●
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

①
生
ワ
ク
チ
ン
・
１
回（
皮
下
注

射
） 

②
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
・
２
回（
筋

肉
内
注
射
）

●
自
己
負
担
額　

①
生
ワ
ク
チ
ン
３
，
０
０
０
円
／

回 ②
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
７
，
０
０
０

円
／
回（
２
回
接
種
が
必
要
）

●
自
己
負
担
の
免
除　
生
活
保
護

世
帯
の
方

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

若
年
が
ん
患
者
在
宅
療
養
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
4
月
1
日
よ
り
、
若

年
の
が
ん
末
期
患
者
の
方
が
、
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
自
分
ら
し
く
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

①
南
丹
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
18

歳
以
上
40
歳
未
満
の
方

②
が
ん
の
回
復
の
見
込
み
が
な
い

状
態（
が
ん
末
期
）に
至
っ
た
と
医

師
が
判
断
し
た
方

③
在
宅
療
養
の
支
援
や
介
護
が
必

要
な
方

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス　

①
在
宅
サ
ー
ビ
ス

②
福
祉
用
具
の
貸
与

③
福
祉
用
具
の
販
売

（
令
和
7
年
4
月
1
日
以
降
に
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
）

●
補
助
金
額　
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
費
用
の
9
割

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支

援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
4
月
1
日
よ
り
、
が

ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
に

よ
る
苦
痛
を
軽
減
す
る
た
め
、
補

整
具
の
購
入
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

①
南
丹
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
39

歳
以
下
の
方

②
が
ん
の
治
療
後
ま
た
は
治
療
中

で
治
療
に
よ
る
脱
毛
、
乳
房
の
変

形
に
対
す
る
補
整
具
を
必
要
と
す

る
方

③
令
和
7
年
4
月
1
日
以
降
に
補

整
具
を
購
入
し
た
方

●
対
象
と
な
る
補
整
具

①
ウ
ィ
ッ
グ（
皮
膚
保
護
用
ネ
ッ

ト
を
含
む
）

②
乳
房
補
正
具（
補
正
下
着
、
補

正
パ
ッ
ド
、
人
工
乳
房
）

●
補
助
金
額　
購
入
費
用
の
2
分

の
1（
補
助
の
上
限
額
は
1
万
円
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

南丹市HP

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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風
し
ん
の
追
加
的
対
策
に
つ
い
て

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る

状
況
に
よ
り
、
次
の
対
象
者
の
う

ち
、
令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
に

接
種
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
い

て
、
接
種
対
象
期
間
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

●
第
5
期
の
対
象
者　
昭
和
37
年

4
月
2
日
～
昭
和
54
年
4
月
1
日

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
の
う
ち
、

令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で
に
抗
体

検
査
を
実
施
し
、
風
し
ん
抗
体
が

不
十
分
で
あ
っ
た
方
。（
令
和
7

年
4
月
1
日
以
降
に
抗
体
検
査
を

実
施
し
た
方
は
対
象
外
で
す
）

●
接
種
可
能
期
間　
令
和
7
年
4

月
1
日
～
令
和
9
年
3
月
31
日
ま

で問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

令
和
７
年
度
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用

助
成
に
つ
い
て

　
南
丹
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
方
を
対
象
と
し
た
令
和
７

年
度
短
期
人
間
ド
ッ
ク
利
用
助
成

の
申
請
を
令
和
７
年
４
月
25
日

（
金
）よ
り
受
付
し
ま
す
。（
年
度

内
に
１
人
１
回
限
り
）

　
受
診
日
は
令
和
７
年
５
月
１
日

（
木
）か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日

（
火
）の
期
間
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
取
扱
医
療
機
関
は

例
年
ど
お
り
で
す
。

※
全
て
の
医
療
機
関
で
、
頭
部
Ｍ

Ｒ
Ｉ（
脳
ド
ッ
ク
）の
受
診
が
で
き

ま
す
。

※
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
脳
ド
ッ
ク
）は
、

全
額
自
己
負
担
で
す
。

●
利
用
方
法　

①
医
療
機
関
に
受
診
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
、
受
診
内
容
の
予
約
を

し
て
、
速
や
か
に
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
な
ど
資
格
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
の
上
、
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
課
で
人
間
ド
ッ
ク

利
用
助
成
の
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
令
和
７
年
度
か
ら
、
短
期
人
間

ド
ッ
ク
利
用
助
成
申
請
の
受
付
期

間
は
令
和
７
年
12
月
26
日
ま
で
で

す
。

※
予
算
が
上
限
に
達
し
次
第
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
利
用
券
の
申
請
を

せ
ず
に
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
利
用
助
成
の
対
象

と
な
る
に
は
、
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
南
丹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
６
月
２
日（
月
）納
期
限
〉

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

１
期
分　
　
　

問
税
務
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
保
育
所
保
育
料
等
５
月
分　

・
保
育
所
延
長
保
育
料
４
月
分　

・
一
時
保
育
料
４
月
分　

・
幼
稚
園
給
食
費
５
月
分　

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
４
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
５
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料
５
月
分　
　

問
都
市
計
画
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費
５
月
分　
　
　
　

問
学
校
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
５

月
分　
　

問
社
会
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
市
税
や
一
部
料
金
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

納
付
が
可
能
で
す
。

国
際
電
話
を
利
用
し
た
詐
欺
を
防

ぐ
た
め
に

　
最
近
、
国
際
電
話
を
利
用
し
た

詐
欺
の
電
話
が
急
増
し
て
い
ま

す
！

　
な
ん
と
、
詐
欺
電
話
の
６
割
以

上
が「
＋
１
」な
ど
の
国
際
電
話
番

号
か
ら
掛
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

固
定
電
話
へ
の
国
際
電
話
は
、

南
丹
警
察
署
か
各
交
番
、
駐
在
所

で
申
込
書
を
１
枚
書
い
て
い
た
だ

く
だ
け
で
簡
単
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
き

ま
す
。

　
詐
欺
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
を
減

ら
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
京
都
府
南
丹
警
察
署
生
活
安
全

課TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
１
１
０

国保人間ドックは
こちら

後期高齢ドックは
こちら
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南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

住
居
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
令
和
７
年
度
委
嘱
予
定
の
南
丹

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
居
宅

と
し
て
貸
与
す
る
た
め
の
候
補
物

件
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

の
で
、
南
丹
市
内
に
空
き
家
を
お

持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
建
物
の
条
件

・
原
則
、
一
戸
建
て
の
空
き
家
と

し
、
住
宅
の
棟
の
全
部
を
借
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

・
キ
ッ
チ
ン
・
風
呂
・
洗
面
所
・

ト
イ
レ
が
あ
る
こ
と
。

・
現
況
の
ま
ま
日
常
生
活
が
可
能

で
あ
る
こ
と
。（
屋
根
・
外
壁
・
土

台
等
の
構
造
体
・
内
装
等
に
修
繕

の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
借
上
開

始
日
前
日
ま
で
に
所
有
者
に
お
い

て
修
繕
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
）

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

（
１
台
以
上
）（
敷
地
内
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
場
合
は
、
近
隣
で

用
意
で
き
る
こ
と
）

・
建
物
と
土
地
が
原
則
同
一
所
有

者
で
あ
る
こ
と
。

・
住
宅
所
在
地
域
の
区（
自
治
会
）

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
受

入
に
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

・
敷
金
・
礼
金
が
不
要
で
あ
る
こ

と
。

・
当
月
家
賃
の
翌
月
払
い
で
の
対

応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

・
連
帯
保
証
人
及
び
家
賃
保
証
会

社
へ
の
加
入
が
不
要
で
あ
る
こ

と
。

●
家
賃　
月
額
６
０
，
０
０
０
円

以
内（
共
益
費
・
管
理
費
・
駐
車

場
代
等
含
む
）

※
建
物
、
敷
地
、
立
地
条
件
等
を

考
慮
し
双
方
協
議
の
う
え
、
決

定
。

●
賃
貸
期
間　
令
和
７
年
９
月
１

日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日（
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任
期
）ま

で※
最
長
３
年
ま
で
延
長
可
能
。

●
募
集
期
間　
令
和
７
年
６
月
20

日（
金
）ま
で

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

FAX
０
７
７
１
－
６
３
－
０
６
５
３

chiiki@
city.nantan.lg.jp

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
南
丹
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て「
定
住
促
進
と

移
住
支
援
」「
地
域
資
源
を
活
用
し

た
起
業
や
特
産
品
開
発
等
の
サ
ポ

ー
ト
」「
情
報
発
信
」「
隊
員
の
特
性

を
生
か
し
た
地
域
振
興
に
関
す
る

活
動
」を
行
う
方
を
新
た
に
募
集

し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
家
族
、
ご

友
人
な
ど
で
、
南
丹
市
へ
の
Ｕ
タ

ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
募
集
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
活
動
時
間　
１
月
あ
た
り
１
２ 

０
時
間

●
待
遇　
隊
員
謝
礼
と
し
て
月
額

２
３
３
，
０
０
０
円
を
支
払
い
ま

す問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

南
丹
市
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

発
行
に
つ
い
て

　

移
住
希
望
者
や
空
き
家
所
有

者
、
地
域
団
体
・
企
業
な
ど
が
活

用
で
き
る
定
住
促
進
制
度
を
集
約

し
た
冊
子
の
令
和
７
年
度
更
新
版

を
発
行
し
ま
し
た
。
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●
冊
子
名　
南
丹
市
定
住
ガ
イ
ド

ブ
ッ
クnancla

（
な
ん
く
ら
）

●
配
布
場
所　
地
域
振
興
課
、
各

支
所
総
務
課
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載

問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
ご
案
内

　
新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
婚
姻
に

伴
う
住
宅
取
得
費・
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
費・住
宅
賃
借
費・引
越
費
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯　
令
和
７
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ
れ
た

世
帯 

他

●
補
助
金
額　
30
万
円（
婚
姻
時

に
夫
婦
の
双
方
が
29
歳
以
下
の
場

合
60
万
円
）以
内

問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

定
住
促
進
地
域
イ
ベ
ン
ト
支
援
事

業
の
ご
案
内

　
地
域
団
体
が
定
住
促
進
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
場
合
、
開
催
費
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者　
区
・
自
治
会
・
振
興

会
な
ど

●
対
象
事
業　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
定
住
促
進
イ
ベ
ン
ト

①�

不
特
定
多
数
の
移
住
希
望
者
に

対
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
情

報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

②��

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
参
加
者

と
地
域
住
民
が
交
流
で
き
る
仕

組
が
あ
る
こ
と

③�

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
、
参
加
者

に
地
域
情
報
を
継
続
的
に
発
信

で
き
る
仕
組
が
あ
る
こ
と

●
補
助
金
額　
対
象
経
費
の
４
分

の
３
以
内（
１
申
請
あ
た
り
40
万

円
以
内
）

問
地
域
振
興
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
年
金
の

切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会

社
を
退
職
さ
れ
、
農
業
者
、
自
営

業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無

職
な
ど
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者（
ま
た

は
第
３
号
被
保
険
者
）へ
の
切
り

替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
令
和
７
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料
額
は「
月
額
１
７
，
５ 

１
０
円
」で
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
市

民
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
務
課
窓

口
で
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
市
民
課　
　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談（要予約）5月14日、28日（いず
れも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 5月20日（火） 13：30～16：00 南丹市日吉支所

京都地方法務局園部
支局
TEL0771-62-0208

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

司法書士による相談
５月21日（水）
※５月14日（水）まで
に予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

TEL0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） ５月27日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

５月17日（土）

13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課　
TEL0771-68-0007

５月23日（金） 京都太陽の園分場
５月26日（月） そよかぜ八木
５月27日（火） そよかぜ日吉

く
ら
し

無料税務相談
（要予約）

5月8日（木）

13：30～16：30

園部納税協会 園部納税協会
TEL0771-62-0039
※前週木曜日の午前
中（22日 は14日 ）ま
でに予約

5月22日（木） 園部納税協会

5月29日（木） 亀岡商工会議所

看護職無料職業相
談所 ５月７日（水） 9：30～12：00 ハローワーク園部

京都府ナースセンタ
ー
TEL075-222-0316

行
政
・
法
律

行政相談 ５月13日（火） 13：30～15：30 園部文化会館３階会
議室

京都行政監視相談セ
ンター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

無料法律相談会
（要予約）

５月13日（火）
13：00～16：00

八木市民センター会
議室３ 総務課

TEL0771-68-0002６月４日（水） 園部文化会館
３階会議室

行政書士
無料相談会 ５月14日（水） 13：30～16：00 八木市民センター３

階研修室
京都府行政書士会第
３支部
TEL075-692-2500
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学
校
）

●
参
加
費　

一
家
庭
5
0
0
円

（
有
料
ブ
ー
ス
で
使
用
で
き
る
チ

ケ
ッ
ト
付
き
）※
追
加
購
入
も
で

き
ま
す
。

●
内
容　

魚
釣
り
、
ボ
ー
ル
投

げ
、
射
的
、
輪
投
げ
、
は
い
は
い

レ
ー
ス

※
は
い
は
い
レ
ー
ス
参
加
の
方
の

み（
要
予
約
）

詳
し
く
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

○
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

○
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

○
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
記
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
電

話
等
に
て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後

3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　
南
丹
市
子
育
て
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　

殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー

（
殿
田
活
力
倍
増
セ
ン
タ
ー
横
）

〈
美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）　

※
旧
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
南
丹
市
立
八
木
中
学
校   

2
階
多
目
的
室

〈
産
後
か
ら
だ
ケ
ア
〉【
要
申
込
】

出
産
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
骨
盤

底
筋
を
放
っ
て
お
く
と
、
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
に
。
ま
ず
は
自
分
の
骨

盤
の
状
態
を
知
っ
て
、
ケ
ア
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
５
月
16
日（
金
）　

午
前
10
時
～
正
午
※
先
着
8
名

（
託
児
付
き
）

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

	

人
材
募
集

令
和
７
年
度

南
丹
市
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度（
令
和
７
年
10
月

採
用
お
よ
び
令
和
８
年
度
採
用
）

の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

●
受
付
期
間　

４
月
17
日（
木
）

～
５
月
13
日（
火
）

●
試
験
日　

一
般
事
務　

第
１
次
試
験　

６
月
７
日（
土
）、

８
日（
日
）

専
門
職（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

技
師
・
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
）

第
１
次
試
験　
７
月
13
日（
日
）

●
要
項
配
布
場
所　
市
役
所
１
号

庁
舎
３
階　
人
事
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
人
事
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
８

子
育
て
支
援

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
6
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
6
月
の
事
業
の
申
し
込

み
受
付
は
、
５
月
１
日（
木
）か
ら

行
い
ま
す
。

●
参
加
人
数　
親
子
40
人
程
度

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
日
時　
６
月
２
日（
月
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉

●
日
時　
６
月
６
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。　
　
　
　

●
場
所　
園
部
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
１
歳

～
）〉

●
日
時　
６
月
13
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ

「
み
ん
な
お
い
で
よ
！
」

　
音
楽
が
大
好
き
な
方
、
お
友
達

を
誘
っ
て
是
非
、
ご
参
加
下
さ

い
。

●
日
時　
６
月
７
日（
土
）　

開
場
：
午
後
１
時
30
分　

開
演
：
午
後
２
時（
１
時
間
程
度
）

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
3

階　
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　
ス
キ
ッ
プ
楽
団
コ
ン
サ

ー
ト

●
参
加
費　
大
人
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
無
料

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

ご
近
所
の
方
は
出
来
る
だ
け
徒
歩

に
ご
協
力
下
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
す
く
す
く
や
ぎ
っ
こ
」代
表　
川

勝TEL
０
７
０
－
７
５
８
５
－
３
４
０
６

suku8suku@
gm
ail.com

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場

「
ぽ
こ
ぽ
こ
く
ら
ぶ
」（
５
月
）

〈
ぽ
こ
ぽ
こ
春
祭
り
〉

●
日
時　
５
月
31
日（
土
）　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
吉
富
ノ
庄（
旧
吉
富
小

職員採用試験
くわしくはこちら
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●
講
師　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト　

●
対
象　
産
後
6
カ
月
く
ら
い
ま

で
の
産
婦
さ
ん

●
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

〈
産
後
ほ
っ
こ
り
の
日
〉【
要
申
込
】

産
後
1
年
ま
で
の
お
母
さ
ん
達
に

ほ
っ
こ
り
し
て
も
ら
う
日
で
す
。

温
か
い
お
昼
ご
飯
付
き
。
毎
月
第

1
月
曜
日
か
ら
予
約
受
付
開
始
し

ま
す
。

●
日
時　
５
月
29
日（
木
）　

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
対
象　
産
後
1
年
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
お
子
さ
ん

●
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉【
要
申
込
】

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用
い

て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ
り
・

冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不
調
・

更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の
心
と

身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時　
５
月
26
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
講
師　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト

●
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費　
１
，
５
０
０
円
、
託

児
付
き
２
，
０
０
０
円

〈
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
〉【
要
申
込
】

た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
妊
娠・出
産・

育
児
に
対
す
る
疑
問
や
お
気
持
ち

を
専
門
職
を
交
え
て
お
話
し
す
る

教
室
で
す
。
妊
婦
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
パ
パ
や
ご
家
族
の
参
加
も
大

歓
迎
。

た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
は
2
回
で
1
セ

ッ
ト
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
1
回
の

み
の
ご
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
！
毎
月
で

も
、
何
回
で
も
ご
参
加
し
て
い
た

だ
け
ま
す
！
！

●
日
時　

 

１
回
目
4
月
15
日（
火
）　

2
回
目
5
月
10
日（
土
）

午
前
9
時
45
分
～
11
時
45
分　
※

先
着
10
名
程
度

●
場
所　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ

ー
ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

（
土
曜
日
開
催
の
み
、
園
部
ひ
ろ

ば「
南
丹
市
子
育
て
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
」）

●
対
象　

 

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご

家
族

●
参
加
費　
無
料

催
し

南
丹
・
京
都 

園
部
城
祭
り

　
新
緑
の
園
部
公
園
で
開
催
し
ま

す「
園
部
城
祭
り
」に
ぜ
ひ
と
も
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
５
月
３
日（
土
）

午
前
11
時
～
午
後
８
時

●
場
所　
園
部
公
園
一
帯

●
内
容　
東
屋
ス
テ
ー
ジ
、飲
食・

事
業
Ｐ
Ｒ
、
お
城
花
火
、
お
城
サ

ミ
ッ
ト
な
ど

問
南
丹
市
商
工
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
８
０

６
月
８
日（
日
）開
催　
第
11
回

京
都
丹
波
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
南
丹
市
八
木
町
大
堰
川
緑
地
公

園
周
辺
で
開
催
し
ま
す

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
〉

　
大
会
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

４
月
１
日（
火
）

～
５
月
11
日（
日
）

●
応
募
資
格　
高
校
生
以
上
で
事

前
説
明
会（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
）の
い

ず
れ
か
１
回
に
参
加
で
き
る
元
気

な
方

●
業
務
内
容　

受
付
の
サ
ポ
ー

ト
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
設
営・運
営
、

選
手
誘
導
、
警
備
、
給
水
、
コ
ー

ス
立
哨
・
設
営
・
撤
去
な
ど

〈
出
店
者
募
集
〉

　
「
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
」を
開

設
し
ま
す
の
で
、
出
店
者
を
募
集

し
ま
す

●
出
店
料　
無
料

●
申
込
期
限　
５
月
12
日（
月
）ま

で問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
２
０
２
５

新
規
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　
活
動
量
計
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
身
に
つ
け
て
歩
い
た
り
、
健
診

の
受
診
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る
こ

と
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
最
大
４
，

５
０
０
円
分
の
商
品
券
と
交
換
で

き
ま
す
。

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119　　　

ボランティア
募集

出店者募集
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が
ら
楽
し
い
お
喋
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
日
時　
５
月
18
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　
ど
る
ち
ぇ
の
家（
Ｊ
Ｒ

八
木
駅
西
口
前
）

●
内
容　

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・〝
世
界
の
ひ
と
つ
の
家
族
の
よ

う
に
〟の
朗
読
を
聞
い
た
後
、
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
！

●
申
込
方
法　
氏
名
、
電
話
番
号

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
ど
る
ち
ぇ
の
家　

TEL
／
FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
２ 

５
１  

和
の
美
を
束
ね
る
、

世
界
に
ひ
と
つ
の
水
引
ブ
ー
ケ

●
日
時　
５
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午　

午
後
１
時
～
３
時

５
月
25
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　
京
都
府
立
口
丹
波
勤
労

者
福
祉
会
館
会
議
室

●
内
容　
水
引
の
繊
細
な
美
し
さ

を
活
か
し
、
特
別
な
日
や
イ
ン
テ

リ
ア
に
も
ぴ
っ
た
り
の
ブ
ー
ケ
を

作
る
。

●
参
加
料　
２
，
５
０
０
円

●
コ
ー
ス　
活
動
量
計
コ
ー
ス
・

ア
プ
リ
コ
ー
ス

●
参
加
費　
１
，
０
０
０
円（
対

象
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

18
歳
以
上
の
方
で
は
じ
め
て
な
ん

た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

る
方
）

●
申
し
込
み
方
法　
市
役
所
中
央

庁
舎
や
各
支
所
に
設
置
の
チ
ラ
シ

に
掲
載
の
①
ハ
ガ
キ
②
Ｗ
Ｅ
Ｂ

●
申
込
締
切　
令
和
７
年
７
月
31

日（
木
）

●
申
込
後
の
流
れ

１
．
申
し
込
み
後
、
３
週
間
程
度

で
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
代
引
き
に

て「
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト（
活
動
量

計
と
資
料
）」が
自
宅
に
届
き
ま
す

の
で
、
そ
の
際
に
現
金
で
参
加
費

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。（
代
引

き
手
数
料
、
送
料
は
、
無
料
）

２
．
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

動
画
説
明
を
見
て
、
活
動
を
は
じ

め
ま
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

ど
る
ち
ぇ
の
つ
ど
い　

ト
ー
ク
＆
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感

じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
情
報

交
換
を
し
た
り
、
築
１
４
５
年
の

古
民
家
で
枯
山
水
の
庭
を
眺
め
な

●
持
ち
物　
ニ
ッ
パ
ー・目
打
ち・

ハ
サ
ミ

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会　

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
４  

FAX
０
７
７
１
－
４
２
－
５
６
８
４

fualx504@
kcn.jp

介
護
教
室（
市
民
向
け
講
座
）を

開
催
し
ま
す

●
日
時　
５
月
24
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　
ア
イ
リ
ス
福
祉
会
１
階   

地
域
交
流
多
国
山
ホ
ー
ル

●
内
容　
健
康
寿
命
と
フ
レ
イ
ル

予
防
の
講
座
、
健
康
相
談
・
血
管

年
齢
測
定
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど

●
申
込
方
法　
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問（
福
）ア
イ
リ
ス
福
祉
会　

TEL
０
７
７
１
－
４
３
－
０
２
２
８

第
35
回
南
丹
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
者
募
集

●
日
時　
５
月
28
日（
水
）

※
開
始
時
間
な
ど
は
申
込
者
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
所　
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都

ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
参
加
費　
１
２
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法　
５
月
16
日（
金
）ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
郵
便
ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
４
人
１
組
で
申
込
）

問
ク
ラ
ウ
ン
ヒ
ル
ズ
京
都
ゴ
ル
フ

倶
楽
部

TEL
０
７
７
１
－
７
２
－
１
２
３
４

FAX
０
７
７
１
－
７
２
－
１
２
３
８

〒
6
2
9
－
0
3
0
1　
南
丹
市

日
吉
町
保
野
田
池
ヶ
谷
１
番
地

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
初
心
者
講
習

会
の
募
集
ご
案
内

　
中
高
年
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
初
心
者
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時　
６
月
６
日（
金
）、
13
日

（
金
）

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　
八
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー　
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
定
員　
10
名

●
会
費　

①
講
習
会
費
３
，

０
０
０
円（
２
回
分
）、
②
資
料
代

５
０
０
円

●
申
込
方
法　
５
月
27
日（
火
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
南
丹
市
八
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
４
６
８
０

学
び
の
南
丹「
優
し
い
日
本
画
教

室
」受
講
者
募
集

●
日
時　
６
月
７
日（
土
）、
21
日

（
土
）、
７
月
５
日（
土
）、
19
日

（
土
）　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
場
所　
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１・
２

●
受
講
料　
３
，
０
０
０
円

●
持
ち
物　
鉛
筆
H
～
３
B
、
お

手
持
ち
の
色
鉛
筆
や
絵
筆
、
筆
洗

（
水
入
れ
）　

●
定
員　
10
人

●
申
込
方
法　

４
月
30
日（
水
）

～
５
月
21
日（
水
）の
間
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー（
月
曜
・

祝
日
休
館
）　

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
３
１
３
２

文
化
博
物
館
春
季
企
画
展

「
昭
和
１
０
０
年
」

●
日
時　
４
月
26
日（
土
）
～
６

月
15
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
休

館
）

※
5
月
5
日
開
館
、
5
月
7
日
休

館●
場
所　
文
化
博
物
館

●
内
容　
昭
和
１
０
０
年
目
に
当

申込みフォーム
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た
る
今
年
、
激
動
の
時
代
を
新
聞

号
外
と
収
蔵
資
料
で
振
り
返
り
ま

す
。

問
文
化
博
物
館

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
１

国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
〉

●
日
時

①
４
月
６
日
～
６
月
22
日

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
10
時
30

分②
４
月
10
日
～
６
月
26
日

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
～
８

時③
４
月
６
日
～
６
月
22
日

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
30

分●
場
所　
①
と
②
国
際
交
流
会
館

③
美
山
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象　
市
内
に
住
む
、
働
く
、

勉
強
し
て
い
る
外
国
籍
の
方

〈
日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
〉

　

事
前
に
協
会
の
連
絡
の
う
え
、

い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。

問
国
際
交
流
協
会

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

info@
nantania.jp

丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
天
文
教
室
〉

●
日
時　
５
月
31
日（
土
）

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

●
場
所　
丹
波
天
文
館

●
内
容　
月
、
火
星
、
春
の
星
座

観
望
な
ど

●
参
加
費　
３
０
０
円

●
定
員　
30
人
程
度

●
対
象　
小
学
生
以
上（
保
護
者

同
伴
）

●
申
込
方
法　

４
月
30
日（
水
）

～
前
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

上
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
テ
ニ
ス
教
室
〉

●
日
時　
４
月
30
日
～
６
月
18
日

の
全
８
回（
毎
週
水
曜
日
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
雨
天

時
体
育
館
）

●
内
容　
初
心
者
・
初
級
者
向
け

の
テ
ニ
ス
教
室
。
初
め
て
の
方
歓

迎
！

●
参
加
費　
６
，
０
０
０
円

●
定
員　
50
人

●
対
象　
18
歳
以
上

●
申
込
方
法　
当
日
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園　

TEL
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

FAX
０
７
７
１
－
８
２
－
０
４
８
０

kouen@
kyoto-tanbapa 

rk.or.jp

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波

　
令
和
８
年
９
月
18
日
か
ら
11
月

８
日
ま
で
の
52
日
間
、
食
農
と
環

境
そ
し
て
ア
ー
ト
で
輝
く
京
都
丹

波
を
テ
ー
マ
に「
第
43
回
全
国
都

市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都
丹
波
」を

開
催
し
ま
す
。

〈
冠
事
業
の
募
集
に
つ
い
て
〉

　

各
団
体
な
ど
が「
第
43
回
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都
丹
波
」

等
の
冠
称
を
付
し
て
実
施
す
る
応

援
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

●
冠
事
業
の
主
な
要
件

（
１
）令
和
８
年
11
月
８
日
ま
で
の

期
間
に
実
施
す
る
事
業

（
２
）亀
岡
市
、
南
丹
市
、
京
丹
波

町
内
の
団
体
や
企
業
等
が
実
施
す

る
事
業

（
３
）営
利
を
目
的
と
し
な
い
事
業

で
住
民
が
参
加
で
き
る
も
の

●
応
募
方
法　
令
和
８
年
11
月
８

日
ま
で
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
第
43
回
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in
京
都
丹
波

実
行
委
員
会
事
務
局（
亀
岡
市
役

所
２
階
）へ
提
出
す
る
か
、
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
資
料
添
付
の
う
え

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
に
ぎ
わ
い
事
業
交
付
金
〉

　
地
域
を
元
気
に
し
て
京
都
丹
波

フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
、
京
都
丹
波

の
魅
力
を
来
訪
者
が
体
感
・
体
験

で
き
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
交
付
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
募
集
期
限　
６
月
20
日（
金
）

〈
お
も
て
な
し
風
景
交
付
金
〉

　
美
し
い
景
観
づ
く
り
で
京
都
丹

波
フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
、
京
都
丹

波
の
魅
力
を
来
訪
者
が
満
喫
で
き

る
花
の
植
栽
に
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
募
集
期
限　
５
月
30
日（
金
）

問
第
43
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

in
京
都
丹
波
実
行
委
員
会

TEL
０
７
７
１
－
２
１
－
８
３
０
１

ry
o
k
k
a
-fa
ir@

c
ity
.

kam
eoka.lg.jp

冠事業
くわしくはこちら
（応募フォーム）

にぎわい事業交付金
くわしくはこちら

おもてなし風景
交付金

くわしくはこちら
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,327人（−99）
　（男：14,277人

（−43）
・女：15,050人

（−56）
）

●世帯数：14,214世帯（−1）
（令和7年4月1日現在）

（　）内は前月比

広報南丹

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
ち

に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
空
気
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
桜
の
花
が
咲
き
、

入
学
や
就
職
な
ど
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
す
季
節
、
皆
さ
ま
に
と
っ

て
も
何
か
と
変
化
の
多
い
時
期
か

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
こ

の
広
報
誌
が
地
域
の
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
情
報
を
お
届
け
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
毎
号

お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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新
刊
紹
介

『
カ
ラ
ダ
を
温
め
て
冷
え
を

 

と
る
！
温
活
３
６
５
日
』

著
者
／
石
原
　
新
菜
　

発
行
／
内
外
出
版
社

『�

う
と
う
と
す
ぅ
す
ぅ
』

ぶ
ん
／
な
か
そ
ね
　
あ
つ
こ

え
／
お
が
わ
　
ゆ
き

発
行
／
パ
イ
イ
ン
タ
ーナシ

ョ
ナ
ル

　

八
木
図
書
室
が
移
転
し
ま
し
た
。
新

し
い
図
書
室
は
少
し
コ
ン
パ
ク
ト
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
般
書
の
小
説
を
五
十

音
順
に
壁
側
に
並
べ
た
り
本
の
配
置
も

大
き
く
は
っ
き
り
と
表
示
す
る
な
ど
本

を
探
し
や
す
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。

　

本
の
並
び
が
以
前
よ
り
見
や
す
く
、

読
み
た
い
本
が
見
つ
け
や
す
く
な
っ
た

と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

閲
覧
用
の
テ
ー
ブ
ル
も
各
コ
ー
ナ
ー

の
す
ぐ
側
に
あ
り
ま
す
の
で
じ
っ
く
り

と
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
に
は
小
さ
い

お
子
様
向
け
の
絵
本
も
集
め
ま
し
た
。

八
木
図
書
室
へ
よ
う
こ
そ
！
読
み
た
い
本
が
探
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

プ
レ
イ
マ
ッ
ト
や
ベ
ン
チ
も
す
ぐ
近

く
に
あ
り
ま
す
の
で
、
絵
本
を
手
に
取

っ
て
す
ぐ
座
っ
て
読
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

同
じ
施
設
内
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
様
々
な
展
示
を
見
た
り
、
普
段
は
学

習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
八
木
支
所
内
に
あ
り
ま
す
の

で
ち
ょ
っ
と
し
た
待
ち
時
間
な
ど
に
ぜ

ひ
八
木
図
書
室
へ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
素
敵
な
本
と
の
出
会

い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

美山図書室臨時休室のおしらせ
美山サイクルロードレース開催に伴い休室します。
【休室日】
５月３１日（土）～６月１日（日）


